
11 さつま広報

　全国の集落で高齢化や混住化が進行して，農地や農業用水などの資源を守る「まとまり」が弱まってきており，

集落の機能を守っていくためには，今まで以上の取組が欠かせなくなってきています。また，国民の環境への関心

が高まる中で，環境を重視した農業生産への取組が求められています。

　このため，地域ぐるみでの農地や水を守る効果の高い共同活動と環境保全に

向けた営農活動を支援する「農地・水・環境保全向上対策」が実施されます。　

　なお，平成１９年度からの本格的実施に向け，本年度は全国約６００地区にお

いてモデル的な支援が進められています。     
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　※３月号でお知らせしました「品目横断的経営安定対策」のゲタ対策（諸外国との生産条件格差を是正するた

めの補てん）のうち「過去の生産実績に基づく支払」の過去の生産実績の期間は，「平成１６～１８年度」に固定

されることとなりました。

　このため，大豆については，本年産の大豆交付金に加入される作付けまでは過去の生産実績の対象となります。

農家の皆さま農家の皆さまへへ農家の皆さまへ経営所得安定対策等大綱経営所得安定対策等大綱 その④

今　西　雅　子 下　原　貴　子 上　舞　幸　徳

農地面積支払

▼
▼

▼

取組面積に応じた支払＋集落等を単位とする支援

農地・水等を守り，質を高める効果の高い共同活動を支援

共同活動への支援

地域の環境保全に向けた先進的な営農活動を支援

営農活動への支援
土づくり

ため池の

　　草刈り

アイガモ農法

水路の

　生き物調査

・化学肥料
・農薬の低減


